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－詳しくは５面で－

南街公民館で活動
しているグループ
の日頃の活動成果
を展示・発表しま
す。多くの方のご
来館をお待ちして
います。

南街公民館まつり
第37回

3月7日㈯・8日㈰に開催

まちフォトコンテスト
入賞作品を紹介します

第８回 市の魅力ある観光資源を発掘・発信し、市
の認知度及びイメージの向上を目的に開催し
ている「東大和市まちフォトコンテスト」
の入賞・入選作品が決定しました。
　今号では、その一部として、入賞作品を紹介します。

　今年は400点を超える作品が応募され、その中から、市の魅力
が表現されているか等を基準に審査を行いました。
　入賞・入選作品は、市報をはじめとする刊行物やポスターなど
で使用させていただくほか、フォトブックを作成し、日頃何気な
く歩いている街の景色や、そこに暮らす人々の温かさといった地
域の魅力を発信していきます。

　入賞・入選作品は、市のホームページで見ることができます。
また、写真展も開催しますので、ぜひお越しください。
※ 詳細は、市のホームページをご覧ください（右の
二次元コードからアクセス可）。
▷問合せ　産業振興課・内線1075まで。
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番号 賞　名 作品名 撮影者(敬称略)
① 最優秀賞 宮出し 佐藤 保治
② 優秀賞 ワーイ、こいのぼりだあ 木下 和芳
③ アサヒ飲料販売賞 水鏡 鎌田 裕司

④ カタログハウス賞 豊鹿島神社例大祭
宮入のあとの余韻 坂下 智浩

⑤ J:COM賞 公園 近藤 徹夫
⑥ 西武鉄道賞 青空の下で休憩中 代々木 良太
⑦ ダイワ徽章賞 薄化粧 木下 紀捷
⑧ 多摩モノレール賞 大イチョウを横目に通過 内野 欽章
⑨ 東京みどり農業協同組合賞 ダイエットしなくっちゃ 小川 正敏
⑩ 東大和市商工会賞 黄金色の湖畔にて 吉田 健洋
⑪ BIGBOX賞 納涼を楽しむ水の精 関根 政一
⑫ 森永乳業賞 煌めき 原田 拓也
⑬ リコージャパン賞 平和に包まれて 河合 正伸
⑭ こども写真家賞 冬の虹 千田 泰和
⑮

喜多方市長賞
菜の花の迷路 佐山 勝信

⑯ 喜多方の春 塚田 兼一
⑰ 歴史の鐘 門林 泰志郎



▶
昨
年
の
様
子

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や
考

え
等
を
お
伺
い
す
る
「
市
民
意

識
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
第
四
次
基
本

計
画
に
基
づ
く
市
の
取
組
に
つ

い
て
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
く
た
め
の
参
考
と

す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

は
、
自
然
災
害
や
国
民
保
護
に

関
す
る
情
報
な
ど
、
対
処
に
時

間
的
余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
国
が
市
の
防
災
行

政
無
線
を
自
動
起
動
し
、
緊
急

情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、

４
月
１
日
現
在
の
バ
イ
ク
・
軽

自
動
車
等
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
譲
渡
や
廃
棄
を
し
た

時
は
、
お
早
め
に
変
更
・
廃
車

　

令
和
元
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

展
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
当

市
の
審
査
で
選
ば
れ
た
小
・
中

学
生
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

２
月
25
日
㈫
～
28
日

㈮
（
25
日
㈫
は
午
後
1
時
か
ら
、

28
日
㈮
は
正
午
ま
で
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
入
口
ホ

 

令
和
２
年
度
の
交
通
災
害
共

済
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
受
付
場
所　

市
内
の
各
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）・
信

用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
、
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
2
階
）

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

　

行
政
に
関
わ
る
様
々
な
関
心

事
な
ど
を
取
材
し
、市
報
の「
市

民
記
者
レ
ポ
ー
ト
」
を
執
筆
す

る
市
民
記
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
無
報
酬
の
活
動
で
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
方

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
活
動
期
間　

４
月
１
日
か
ら

１
年
間

▽
応
募
方
法　

次
の
①
②
③
を

　

対
象
の
方
に
は
、
調
査
票

（
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
）
を
２
月

14
日
㈮
に
発
送
し
ま
し
た
。
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

２
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
方
三
、
〇
〇
〇
人

（
無
作
為
抽
出
）

▽
回
答
方
法　

記
入
済
み
の
調

査
票
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送

▽
回
答
期
限　

３
月
15
日
㈰

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

▽
日
時　

２
月
19
日
㈬
午
前
11

時
頃

▽
放
送
対
象
地
域　

市
内
全
域

※
当
日
の
午
前
10
時
45
分
頃
、

防
災
行
政
無
線
及
び
東
大
和
市

安
全
安
心
情
報
送
信
サ
ー
ビ
ス

で
、
訓
練
実
施
に
つ
い
て
事
前

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
訓
練
は
国
が
全
国
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
、
他
の

地
域
で
も
同
様
の
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
盗
難
で
廃
車
す
る
場
合
は
、

必
ず
警
察
に
届
出
を
行
い
、
受

理
番
号
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
車
種
に
よ
り
手
続
き
先
が
異

な
り
ま
す
。

▽
手
続
き
・
問
合
せ

【
原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以

下
）・
ミ
ニ
カ
ー
・
小
型
特
殊
自

動
車
】
課
税
課
（
市
役
所
１

ー
ル

▽
入
選
者
（
敬
称
略
）

・
第
七
小
学
校
：
黒
澤
愛
、
輿

石
稜
太
、
小
玉
碧
月
、
鈴
木
華

・
第
二
中
学
校
：
原
口
凱
斗
、

山
田
柚
希

・
第
三
中
学
校
：
木
村
莉
奈
、

佐
藤
ひ
か
り
、
韮
澤
柚
菜
、
馬

目
琥
太
郎
、
丸
山
祐
佳
、
長
谷

川
愛
菜
、
最
上
桐
吾

・
第
四
中
学
校
：
熊
木
紫
乃
、

西
前
柚
花

・
第
五
中
学
校
：
石
井
拓
海
、

輿
石
遥
佳
、
中
村
心
寧
、
上
野

本
国
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

（
人
身
事
故
に
限
る
）

※
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
事
故

の
相
手
方
の
損
害
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
共
済
期
間　

令
和
２
年
４
月

１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

▽
掛
け
金
（
年
額
）・
見
舞
金

【
Ａ
コ
ー
ス
】
一
、
〇
〇
〇
円
・

4
万
円
～
34
万
円
（
傷
害
の
場

合
）、
300
万
円（
死
亡
の
場
合
）

【
Ｂ
コ
ー
ス
】
500
円
・
2
万
円
～

17
万
円
（
傷
害
の
場
合
）、
150
万

円
（
死
亡
の
場
合
）

※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

階
）・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

【
軽
四
輪
車
・
軽
三
輪
車
】
軽

自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事

務
所
多
摩
支
所
☎
050
─
３
８
１

６
―
３
１
０
４
へ
。

【
軽
二
輪
（
125
㏄
超
250
㏄
以

下
）・
二
輪
の
小
型
自
動
車（
250

㏄
超
）】東
京
運
輸
支
局
多
摩
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
☎
050
─

５
５
４
０
―
２
０
３
３
へ
。

真
唯
、
竹
内
萌
華
、
田
中
穂
実

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
会
員

に
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が

い
る
場
合
、
年
額
12
万
円
の
交

通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
出
張
受
付

・
３
月
１
日
㈰
・
伊
勢
丹
立
川

店
（
2
階
正
面
玄
関
前
）

・
３
月
７
日
㈯
・
モ
リ
タ
ウ
ン

（
東
館
2
階
シ
ャ
ツ
プ
ラ
ザ
・

フ
ー
ド
コ
ー
ト
前
）

※
時
間
は
と
も
に
午
前
10
時
～

午
後
４
時
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

へ
本
人
が
持
参

①
応
募
申
込
書

②
応
募
作
文
（
800
字
程
度
）：

テ
ー
マ「
応
募
の
動
機
」

③
本
人
確
認
書
類

※
応
募
書
類
は
、
秘
書
広
報
課

窓
口
ま
た
は
、

市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下

の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

▽
応
募
期
限　

２
月
28
日
㈮

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
１
ま
で
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
意
識
調
査

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

手
続
き
は
お
早
め
に

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更
・
廃
車

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

ご
加
入
く
だ
さ
い

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

募
集
し
ま
す

市
民
記
者

所得税の確定申告

市民税・都民税、所得税の申告はお早めに ～申告期限間際は
　　  窓口が大変混雑します～

市民税・都民税の申告
▷期間　2月17日㈪～3月16日㈪
　　　　（３月１日㈰以外の土・日曜日は除く）
▷時間　午前8時30分～午後４時（相談は午前9時から）
▷場所　立川税務署
※�申告書は、立川税務署、課税課（市役所1階）で配布
しています。課税課での配布は数に限りがあります。

※�国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」
で、計算誤りのない申告書等を作成できます。作成し
た申告書は、印刷して税務署に提出できるほか、
e-Taxを利用して提出することもできます。

※�記入済みの所得税確定申告書は、申告期間中に限り市
役所で仮受付ができます。

郵送での受付

　申告書と必要書類を「〒190-8565　立川市緑町4-2　
立川地方合同庁舎　立川税務署」へ、郵便または信書便
で送付してください。
　収受日付印のある確定申告書の控えが必要な場合は、
申告書の控えと、宛名を記入し切手を貼付した返信用封
筒を同封してください。

▷問合せ　立川税務署☎042―523―1181へ。

東大和市プレミアム付商品券

期限にご注意ください
使用期限が迫っています

交付申請期限が迫っています

商品券の購入期限が迫っています

　プレミアム付商品券の使用期限は３月１日㈰まで
です。使用期限を過ぎると商品券の使用はできませ
ん。必ず期限までにご使用ください。
　なお、商品券の返金はできません。

　プレミアム付商品券申請受付窓口（市役所２階）
では、２月27日㈭正午まで交付申請を受け付けます。
　購入引換券の発行には時間がかかるため、お早め
にご申請ください。

　購入引換券をお持ちの方は、市内の郵便局８か所
で商品券を購入してください。
▷購入期限　２月28日㈮午後5時
▷持ち物　・商品券購入引換券
　　　　　・身分証明書
　　　　　・購入代金　
▷問合せ　プレミアム付商品券コールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　・内線3914まで。

令和２年第１回市議会定例会は２月２１日㈮～３月１８日㈬です 詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせください
／問合せ　議会事務局・内線２００２まで

▷期間　2月17日㈪～3月16日㈪
　　　　（３月１日㈰以外の土・日曜日、振替休日は除く）
▷時間　午前9時～午後４時30分
▷場所　市役所会議棟第１会議室
※�申告書は、課税課（市役所1階）、市民センター、公民
館で配布しています。また、申告の際は、マイナンバー
の記載とともに、「マイナンバーカード」または「番
号確認書類と本人確認書類」の提示または写しの添付
が必要です。

申告の出張受付

▷期日　２月25日㈫・26日㈬
▷時間　午前９時～11時、午後１時～３時30分
▷場所　清原市民センター

郵送での受付

　申告書と必要書類を「〒207-8585　東大和市中央3- 
930　東大和市役所課税課市民税係」へ郵送してくださ
い。受付書等の返却を希望する方は、宛名を記入し切手を
貼付した返信用封筒を同封してください。

▷問合せ　課税課・内線1053まで。

市役所☎042−563−2111（代） 令和 2 ・ 2 ・ 1 5 2東やまと市報



　

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
な

っ
て
遊
べ
る
機
会
と
し
て
、

「
子
ど
も
と
大
人
の
遊
び
体
験

塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
連

れ
の
方
が
安
心
し
て
お
出
か
け

で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
、

授
乳
や
お
む
つ
替
え
等
が
で
き

　

児
童
虐
待
は
、
発
育
の
遅
れ

や
情
緒
不
安
定
な
ど
、
子
ど
も

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
い

た
ら
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
か
児
童
相
談
所
に
連
絡
し

　

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
親
子
、
小
・
中

学
生

▽
日
時　

３
月
７
日
㈯
午
前
10

　

予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ

け
て
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

す
る
こ
と
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種

記
録
を
確
認
し
、
受
け
忘
れ
て

い
る
も
の
は
、
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の
で

き
る
感
染
症
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
方
が
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
は
、
病
気
や
治
療
の

た
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
い
人
を
感
染
症
か
ら
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
転
入
し
た
方
（
前
住
所
地
の

自
治
体
で
発
行
さ
れ
た
予
診
票

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
遊
具
・

工
作
ブ
ー
ス
な
ど
を
用
意
し
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

つ
な
わ
た
り
や
木
か
ら
吊
る

し
た
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
普
段
は
で

◎
０
歳
児
親
子
の
開
放
日

　

０
歳
児
親
子
を
対
象
に
セ
ン

タ
ー
内
の
地
域
活
動
室
を
開
放

し
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
友
だ
ち
づ
く
り
や
情
報

交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。
午
前
11

時
か
ら
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
う

予
定
で
す
。
ま
た
、
時
間
内
に

妊
婦
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
見
学
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
５
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
事
前
予
約
不

要
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

　

市
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会

よ
り
、
令
和
元
年
度
・
２
年
度

「
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

契
機
と
し
た
体
力
向
上
事
業
」

の
地
区
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
に
合

わ
せ
、
小
学
校
の
授
業
で
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
令

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
、

様
々
な
「
あ
そ
び
体
験
」
が
で

き
る
催
し
物
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

２
月
29
日
㈯

▽
時
間
・
場
所
・
内
容　

室
内

で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
央
公
民

る
ス
ペ
ー
ス
の
愛
称
で
す
。
現

在
、
市
内
５
か
所
の
民
間
施
設

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
登
録
い
た
だ
く
と
「
と
う

き
ょ
う
子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
所
在
地
等

が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
設
置
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
設
置
基
準
は
「
と
う
き
ょ
う

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ひ
と

言
が
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
救

う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
、
連
絡
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
参
考
例
】

・
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保

護
者
の
怒
鳴
る
声
が
い
つ
も
聞

こ
え
る

・
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
極

端
に
不
衛
生
で
あ
る

時
～
午
後
1
時　

▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館

▽
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ス
ト
に

よ
る
体
験
遊
び
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

将
棋
、
市
立
第
五
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
（
雨
天
中
止
）
等

※
や
き
そ
ば
・
と
ん
汁
の
提
供

が
あ
り
ま
す
（
数
量
限
定
）。

▽
共
催　

東
大
和
青
少
年
対
策

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
や
紛
失

等
で
、
予
診
票
の
発
行
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
、
市
立
保
健

き
な
い
遊
び
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生
位

ま
で

▽
日
時　

２
月
22
日
㈯
午
前
10

時
～
正
午
（
毎
月
第
四
土
曜
日
。

た
だ
し
、
７
月
・
８
月
・
12
月
・

１
月
は
除
く
。
雨
天
中
止
）

▽
場
所　

立
野
西
公
園

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
３
ま
で
。

◎
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
や
保
育

士
に
子
育
て
相
談
も
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
：
場
所

・
３
月
３
日
㈫
：
さ
く
ら
が
お

か
児
童
館

・
３
月
13
日
㈮
：
湖
畔
集
会
所

・
３
月
17
日
㈫
：
む
こ
う
は
ら

児
童
館

・
３
月
25
日
㈬
：
仲
原
集
会
所

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─

565
─
３
６
５
１
ま
で
。

和
2
年
度
は
、
中
学
校
の
授
業

に
お
い
て
も
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を

推
進
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
５
ま
で
。

館
で
開
催
。
詳
細
は
左
表
参
照

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

・
乳
幼
児
を
家
に
置
い
た
ま
ま

保
護
者
が
外
出
し
て
い
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
保

護
者
が
不
自
然
な
説
明
を
す
る

▽
連
絡
先
・
問
合
せ

・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
042
─
565
─
３
６
５
１
ま
で
。

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
☎
189
「
い
ち
は
や
く
」（
24

時
間
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に

つ
な
が
り
ま
す
）
へ
。

第
七
・
第
九
地
区
委
員
会
、
市

立
第
五
中
学
校
・
有
志

▽
協
力　

公
民
館
利
用
グ
ル
ー

プ（
蔵
敷
え
ほ
ん
の
へ
や
、盤
寿

の
会
、
ボ
ッ
チ
ャ
で
遊
ぼ
う
）

※
参
加
費
無
料
。
申
込
不
要
。

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

蔵
敷
公
民
館
☎
042

─
566
─
０
５
５
１
ま
で
。

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
─
565
─
５
２
１
１
ま
で
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

子
ど
も
と
大
人
の

遊
び
体
験
塾

〜
事
業
主
の
方
へ
〜

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

赤
ち
ゃ
ん・ふ
ら
っ
と

あ
な
た
の
声
が

児
童
虐
待
を

防
ぎ
ま
す

第
34
回

子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
１
日
～
７
日

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

２
月
22
日
㈯

冒
険
あ
そ
び

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
か
ら
の

お
知
ら
せ

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
で

Ｇ
Ｏ
！

３月７日㈯、子ども家庭支援センター休館します ３月７日㈯はワックス清掃のため終日休館となります。来館を予定していた方には、ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解ご協力をお願いします／問合せ　子ども家庭支援センター☎042-565-3651まで

時間 場所 内容（参加団体、その他）

午前10時
～10時20分

中央公民館
玄関前

開会式

華麗にレクダンスを舞う（東大和レクダンスの会）

南京玉すだれ（平成の大道芸愛好会）

午前10時20分
～

午後２時30分

市役所中庭

やりたいことをやってみよう！
（東大和子ども劇場・東大和七森プレーパーク）

子どもの歓声が聞こえる遊び広場（Ｓ＆Ｆプラン）

ニュースポーツ体験コーナー
（囲碁ボール、ラダーゲッター他）

201学習室 オリパラスポーツ　ボッチャで遊ぼう（坂本公式審判員）

202学習室
マンカラ道場（名人に挑戦、飯田名人）

匠の技、からくり人形（栗田研究家）

203学習室
親子で遊べる昔遊びコーナー
（お手玉、けん玉、おはじき、凧作り、折り紙その他）

204学習室 楽しい書道教室（書道研究家）

視聴覚室 親子でお茶をたてましょう（親子茶道教室）

2階南側廊下 大型絵本読み聞かせ教室（東大和市レクリエーション研究会）

2階北側廊下
駄菓子屋10円コーナー（子どもゆう研究所）

休憩所、お楽しみ景品交換所（本部企画）

301学習室 吹き矢で健康（日本スポーツウェルネス吹矢協会東大和芋窪支部）

302学習室 健康マージャン教室（健康マージャン同好会）

午後０時30分
～２時10分

和室
こども・親子でお茶をいただきましょう
（こども茶道教室）

予防接種名 接種回数 公費対象の接種期間
Ｂ型肝炎 3回 生後2か月以上～1歳未満
ヒブ感染症 4回 生後2か月以上～5歳未満

小児肺炎球菌感染症 4回 生後2か月以上～5歳未満
ジフテリア・百日せき・ポリオ・
破傷風（四種混合） 第1期（4回） 生後３か月以上～７歳６か月未満

ＢＣＧ 1回 生後５か月以上～1歳未満

麻しん・風しん混合
（ＭＲ）

第1期（1回） 1歳以上～2歳未満
第2期（1回） 翌年度、小学校に入学する方

水痘 2回 1歳以上～3歳未満の水痘に
罹ったことがない方

日本脳炎　※
第1期（3回） 3歳以上～7歳6か月未満
第2期（1回） 9歳以上～13歳未満

ジフテリア・破傷風（二種混合） 第2期（1回） 11歳以上～13歳未満
【積極的な勧奨を控えています】
ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

3回 中学1年生～高校1年生に相
当する年齢の女性

※平成21年10月１日以前に生まれた20歳未満の方は特例措置があります。

市役所☎042−563−2111（代）令和 2 ・ 2 ・ 1 53 東やまと市報



中央図書館わらべうたのおはなし会 対象　０～３歳の乳幼児親子/日時　３月５日㈭午前10時30分～11時/場所　中央図書館/定員　15組（当日先
着順）/内容　わらべうた、絵本の読み聞かせ/問合せ　中央図書館☎042―５６４―２４５４まで

　

成
年
後
見
制
度
は
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
つ
い
て
、
ご
本
人
の
権
利

と
財
産
を
守
る
援
助
者
（
成
年

後
見
人
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

ご
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
家
庭
裁
判

所
が
成
年
後
見
人
等
を
選
任
す

る
「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
あ

ら
か
じ
め
本
人
が
任
意
後
見
人

を
選
ぶ
「
任
意
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

詳
し
い
制
度
の
説
明
や
相
談

に
つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口

・
あ
ん
し
ん
東
大
和
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
☎
042
︱
590
︱
０

０
１
８ 成年後見制度の

利用を考えて
みませんか

障
害
の
あ
る
方
の
介
護

者
の
た
め
の
講
演
会

各
年
代
に
お
け
る

口
腔
ケ
ア
の
注
意
点

障
害
者
理
解
促
進
講
座

障
害
を
負
っ
た
後
に

陥
り
や
す
い

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

ケ
ア
ラ
ー
ズ

カ
フ
ェ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー

「
そ
え
る
」

金
婚
祝
状
を

�

贈
呈
し
ま
す

家
具
転
倒
防
止

器
具
等
取
付
事
業

・
高
齢
者
ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ

ー
（
い
も
く
ぼ
☎
042
︱
563
︱
８

７
７
７
、
き
よ
は
ら
☎
042
︱
590

︱
１
１
３
８
、
な
ん
が
い
☎
042

︱
566
︱
８
１
３
３
）

・
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）・
内
線
１
１
７
６

・
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）・
内
線
１
１
２
３

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

　

全
員
が
70
歳
以
上
の
方
及
び

障
害
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
た

世
帯
に
対
し
て
、
災
害
時
の
家

具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
無
料

で
取
り
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
構
成
す
る
世
帯
の
う
ち
、

世
帯
員
全
員
が
次
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

の
方

③
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
以
上
の
方

※
過
去
に
市
で
取
り
付
け
を
行

っ
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
内
容　

家
具
転
倒
防
止

用
の
「
つっ
ぱ
り
棒
」、
Ｔ
字
型

家
具
転
倒
防
止
器
具
、
家
具
転

倒
防
止
板
な
ど
。

▽
申
請
方
法　

①
の
方
は
高
齢

介
護
課
、
②
③
ま
た
は
④
の
方

は
障
害
福
祉
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
審
査

後
、
取
り
付
け
の
可
否
を
決
定

し
て
通
知
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
問
合
せ　

①
の
方
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
、

②
③
ま
た
は
④
の
方
は
障
害
福

祉
課･

内
線
１
１
２
３
ま
で
。

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
こ
と
、
精
神
的
な
こ
と
、
家

庭
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
問
題

に
対
し
て
専
門
の
支
援
員
が
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
な
ど

※
住
居
確
保
給
付
金
と
し
て
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
住
居
確
保
給

付
金
の
利
用
に
は
、
一
定
の
要

件
等
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

　

認
知
症
等
で
介
護
が
必
要
な

方
、
そ
の
介
護
者
、
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
ま
る
「
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ
の
」
を
定
期

開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で

は
、
介
護
の
悩
み
を
話
し
た
り
、

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
ミ
ニ

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員
や
医
師
な
ど
に
相
談
す

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚
50
年
を
経
過
し
た
ご
夫

婦
（
昭
和
44
年
４
月
１
日
～
昭

和
45
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
出

を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
申
込
み

は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、

祝
状
を
贈
呈
す
る
の
は
50
年
を

経
過
し
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
に
お
申
し
込
み

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
込
不

要
、
出
入
自
由
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

２
月
27
日
㈭
、
３
月

26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

※
公
共
交
通
機
関
等
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９

８
２
へ
。

で
き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和

43
年
４
月
１
日
～
昭
和
44
年
３

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
出
を
さ

れ
た
ご
夫
婦
）
も
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、
戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発

行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
支
援
内
容　

相
談
を
行
い
、

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。
状
況
に
よ
り
、

支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
歯
科
治
療

に
携
わ
っ
て
い
る
医
師
を
お
招

き
し
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
口
腔

ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、「
加
齢
に

よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状

態
」
の
こ
と
で
す
。
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
障
害
を
負
っ
た
後

に
も
同
じ
よ
う
に
フ
レ
イ
ル
に

陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
乏
し
く
な
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
早
く
対
策
を

行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
ま
す
。
講
演

会
で
は
フ
レ
イ
ル
の
理
解
を
深

め
、
元
気
に
毎
日
を
過
ご
す
為

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

▽
対
象　

家
族
、
支
援
者
、
関

心
の
あ
る
方

▽
日
時　

３
月
14
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る
（
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

神
田
満
氏
（
作
業
療

法
士
・
東
大
和
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
）

▽
申
込
方
法　

２
月
28
日
㈮
ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
・
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―

516
―
３
９
８
２
、
フ
ァ
ク
ス
042

―
516
―
３
９
８
４
へ
。

も
ご
家
族
に
も
参
考
に
な
る
内

容
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
障
害

の
あ
る
方
を
育
児
・
介
護
し
て

い
る
方

▽
日
時　

３
月
５
日
㈭
午
前
10

時
～
正
午

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

※
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

元
橋
功
典
氏
（
東
京

都
立
東
大
和
療
育
セ
ン
タ
ー
歯

科
医
長
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る 

地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９

８
２
、
フ
ァ
ク
ス
042
―
516
―
３

９
８
４
へ
。

法　定　後　見　制　度 任意後見制度後見 保佐 補助

対象と
なる方

判断能力が欠け
ているのが通常
の状態の方

判断能力が著し
く不十分な方

判断能力が不
十分な方

判断能力がある方

援助者 成年後見人 保佐人 補助人 任意後見人

成年後見人等が
同意または取り
消すことができ
る行為（※１）

原則としてすべ
ての法律行為

借金、相続の承
認など、民法１３
条１項の記載の行
為のほか、申立
てにより裁判所
が定める行為

申立てにより
裁判所が定め
る行為（※２）

本人の判断能力が不十
分になったときに、本人
があらかじめ結んでおい
た任意後見契約にしたが
って任意後見人が本人を
援助する制度。家庭裁
判所が任意後見監督人を
選任したときから、その
効力が生じる。

成年後見人等が
代理することがで
きる行為（※３）

原則としてすべ
ての法律行為

申立てにより裁判
所が定める行為

申立てにより
裁判所が定め
る行為

※１　�成年後見人等が取り消すことができる行為には、日常生活に関する行為（日用品の購入など）
は含まれません。

※２　�民法１３条１項記載の行為（借金、相続の承認や放棄、訴訟行為、新築や増改築など）の一
部に限ります。

※３　�ご本人の居住用不動産の処分については、家庭裁判所の許可が必要となります。

運転免許証の自主返納をお考えください
　運転に自信がなくなった方や、家族から「運転が心配」と言われた方
は、運転免許証の自主返納をお考えください。
　運転免許証を自主返納した方は、「運転経歴証明書」を申請すること
ができます。「運転経歴証明書」を提示することで、高齢者運転免許自
主返納サポート協議会の加盟店や東京都の文化施設、美術館等で特典
を受けることができます。
　また、平成24年4月1日以降に交付された「運転経歴証明書」は、
交付後6か月を超えても、運転免許証と同様に本人確認書類として用
いることができます。
▷問合せ　東大和警察署☎042―566―0110へ。

◎運転免許証を自主返納した65歳以上の方に 
ちょこバス回数乗車券を差し上げます

▷対象者（次の要件をすべて満たす方）
・�運転免許証を自主返納した日及び申請時に東大和市民の方（住民票が
ある方）
・運転免許証を返納した時点において65歳以上の方
▷�申請方法　「申請による運転免許の取消通知書」または「運転経歴
証明書」と生年月日が確認できる書類等をお持ちになり、土木課（市役
所２階）で申請してください。
※�申請は、運転免許証を自主返納した日から
起算して６か月以内に限ります。
▷�支援内容　ちょこバス回数乗車券を1冊
（90円券×25枚）交付
※1人につき1回限りです。
▷問合せ　土木課・内線1213まで。

市役所☎042−563−2111（代） 令和 2 ・ 2 ・1 5 4東やまと市報



安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおお
むね８００メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線１２１３まで放置自転車等は撤去します

観
光
ガ
イ
ド
付
き
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
「
大
和
村

の
歴
史
を
訪
ね
て
」

東
大
和
市
公
民
館

50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
の
再
募
集

狭
山
公
民
館
主
催

子
育
て
応
援
講
座

「
子
育
て
で

大
切
に
し
た
い
こ
と
」

講
演
会
「
動
物
、
そ
し
て

絵
本
が
ひ
ら
く
心
～
本
を

と
お
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」

　

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成
果
を

展
示
・
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん

　

東
大
和
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
大
和
村

の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
周
辺
地
域

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま

す
。
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
８
日
㈰
午
後
１

時
～
４
時　

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

▽
コ
ー
ス　

市
役
所
北
口
玄
関

前
（
午
後
１
時
集
合
）
→
中
世

八
王
子
道
跡
→
庚
申
塚
（
江
戸

へ
の
道
）
→
庚
申
墓
地
→
江
戸

時
代
旧
道
敷
→
宮
前
旧
石
器
時

代
遺
跡
→
高
木
神
社
・
連
合
戸

長
役
場
跡
→
清
戸
街
道
→
志
木

街
道
→
日
月
橋
（
日
月
神
社
へ

の
道
）
→
長
屋
門
（
江
戸
時
代

三
役
・
鎌
田
家
）
→
江
戸
時
代

の
村
山
道
（
奈
良
橋
交
差
点
）

→
奈
良
橋
市
民
会
館
（
村
＆
町

役
場
跡
）
→
第
一
小
学
校
・
第

一
中
学
校
→
内
堀
の
里
か
ら
の

移
転
場
→
市
役
所
（
午
後
４
時

解
散
予
定
）

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
。
定

員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
５

日
㈭
ま
で
に
、
産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
５
ま
で
。

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

開
会
式
・
閉
会
式
の
手
話
通

訳
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
月
21

日
㈮
ま
で
に
南
街
公
民
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

３
月
７
日
㈯
・
８
日

㈰▽
場
所　

南
街
公
民
館
（
車
で

の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

南
街
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
７
７
１
、
フ
ァ
ク
ス

042
―
590
―
７
０
１
０
ま
で
。

　

東
大
和
市
に
公
民
館
が
誕
生

し
て
か
ら
令
和
３
年
で
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
実
施
す
る
事
業
の
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
民
で
事
業
内
容
に

関
心
が
あ
り
、
事
業
実
施
及
び

準
備
に
積
極
的
に
関
わ
れ
る
方

※
実
行
委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

▽
募
集
人
数　

５
人
程
度

▽
活
動
期
間　

令
和
５
年
３
月

　

子
育
て
に
悩
み
は
つ
き
も
の
。

だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
脳
の
発
達
、

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
な
ど
、
目
に

見
え
な
い
子
ど
も
の
内
側
を
知

り
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
を
、
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

お
子
さ
ん
を
持
つ
親

（
祖
父
母
）

▽
期
日
・
内
容　

①
３
月
５
日

㈭
：
ほ
め
る
、
認
め
る
ど
っ
ち

　

子
ど
も
た
ち
が
、
犬
に
本
を

読
み
聞
か
せ
す
る
活
動
等
を
取

材
し
て
こ
ら
れ
た
大
塚
敦
子
氏

に
、
平
和
や
命
、
人
と
動
物
の

絆
を
と
お
し
て
、
と
も
に
生
き

る
と
い
う
こ
と
、
本
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
15
日
㈰
午
後
２

時
～
４
時
（
手
話
通
訳
有
）

▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
定
員　

40
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

大
塚
敦
子
氏
（
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
写
真
・

絵
本
作
家
）

▽
申
込
み　

３
月
13
日
㈮
ま
で

中
央
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

（
開
館
時
間
内
の
み
）。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

が
大
切
？
②
３
月
７
日
㈯
：
夫

婦
、
親
子
か
ら
チ
ー
ム
へ 

家

族
み
ん
な
で
育
つ
子
育
て
③
３

月
12
日
㈭
：
幼
児
期
か
ら
思
春

期
ま
で
使
え
る 

家
庭
で
で
き

る
子
育
て

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

ぼ
う
だ
あ
き
こ
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
孫
育
て
・
ニ
ッ

ポ
ン
理
事
長
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

狭
山
公

民
館
☎
042
―
565
―
２
７
０
０
ま

で
（
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）。

31
日
（
予
定
）
ま
で　

▽
事
業
概
要　

記
念
事
業
実
施
、

記
念
誌
作
成
な
ど

▽
担
う
役
割　

各
記
念
事
業
の

準
備
、
実
施
、
報
告
、
広
報
活

動
等
の
実
務

▽
申
込
方
法　

チ
ラ
シ
を
お
読

み
に
な
り
、
専
用
の
申
込
書
を

各
公
民
館
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
チ
ラ
シ
は
市
内
公
民

館
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
ま
す
）。

▽
申
込
期
限　

３
月
31
日
㈫

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

第37回
南街公民館まつり
～見て 聞いて
� 楽しんで～

南街公民館まつり内容・日時
３月７日㈯のイベント

○開会式　午前10時～10時30分
○展示・舞台発表　午前10時30分～午後４時
○�地域交流イベント　午前10時30分～11時
　第二小学校和太鼓クラブによる和太鼓演奏
○特別イベント　午後０時40分～1時30分
　入舟辰之助氏による落語上演

３月８日㈰のイベント
○展示・舞台発表　午前10時～午後２時45分
○地域交流イベント　午前10時～10時30分
　第二中学校吹奏楽部による演奏
○他館交流発表　午後１時30分～２時
　楽遊歌い（蔵敷公民館利用グループ）
○閉会式　午後２時45分～３時
○ビンゴ大会　午後３時から

３月７日㈯・８日㈰両日のイベント
○�おもちゃ修理（東大和トイクリニック）７日㈯午前10時
30分～午後４時、８日㈰午前10時～午後２時45分
　※基本無料（部品代がかかる場合があります）
○�展示・体験　７日㈯午前10時30分～午後４時、８日㈰
午前10時～午後２時45分
　ヨーロッパの鉄道模型展示・操作体験
○�模擬店・花屋の出店　7日㈯午前10時30分から、８日㈰
午前10時から
　�鉢花・市内共同作業所等による特製オム焼そばとパン（７
日㈯のみ）・カレーライス（８日㈰のみ）・たこ焼・今川焼・
コーヒー・菓子・雑貨等の販売
　※飲食販売は午前11時頃から。売切れ次第終了

ごみ対策課からのお知らせ ▷問合せ ごみ対策課・内線1241まで。

リサイクル協力店を利用しましょう
　市内には、事業者の負担で資源物の回収を行っているリサイクル協力店（右表）
があり、営業時間内であればいつでも利用できます。買い物の際は、マイバッ
グに資源物（ペットボトルや食品トレイなど）を入れ、買ったお店に戻しましょう。
各店舗での回収品目は、市のホームページやごみ分別アプリをご覧ください。
※資源物の回収は、 リサイクルを目的としています。回収できないものが一部
でも混入していると、資源物すべてがごみとなってしまうため、お店では大変
な労力・時間を割いて分別作業を行っています。各店舗の回収ルールをしっか
りと守りましょう。

ごみ分別アプリ
　市では、スマートフォンを利用して、様々な情報を簡単・即時に確認がで
きるごみ分別アプリを配信しています。
▷機能　お知らせ、ごみ排出カレンダー、ごみ分別辞典、ごみの出し方　など
▷ダウンロード方法
方法１　下記の二次元コードを読み取る。

方法２　「App Store」または「Google play」
　　　　から「東大和市ごみ分別アプリ」と検
　　　　索し、ダウンロードする。
※高齢者向け機種等、利用できない機種があります。
ダウンロードは無料ですが、通信費は利用者負担となります。

iOS端末 Android端末

使い捨てコンタクトレンズ空ケースを回収しています
　昨年11月から回収を開始しましたが、皆さんのご協力により、１月現在
6.4kgの空ケースを回収することができました。プラスチックごみ削減のた
め、引き続き、ご協力をお願いします。

回収場所
ごみ対策課（市役所３階） 南街市民センター 市立第一中学校
中央公民館 上北台市民センター 市立第二中学校
狭山公民館 桜が丘市民センター 市立第三中学校
蔵敷公民館 向原市民センター 市立第四中学校
奈良橋市民センター 清原市民センター 市立第五中学校
※中学校は、学校関係者（生徒等）のみ対象
▷利用方法　回収ボトルまたは回収ボックスに、直接入れてください。

▷回収できないもの　
・ケースのふたが残っているもの
・中にレンズ本体が入っているもの

リサイクル協力店（１月末現在）
イトーヨーカドー東大和店 オリンピック村山店 東大和　生鮮市場
いなげや玉川上水駅前店 カネマントーワ店 ヤオコー東大和店
いなげや東大和店 コープみらい上北台店 やまや東大和店

TAIRAYA奈良橋店 食品の店おおた
東大和店

セブン-イレブン
（市内全店）

市役所☎042−563−2111（代）令和 2 ・ 2 ・1 55 東やまと市報



要
書
類
等　

東
京
都
「
不
妊
検

査
等
助
成
承
認
決
定
通
知
書
」

の
写
し
、
東
京
都
「
不
妊
検
査

等
助
成
事
業
受
診
証
明
書
」
の

写
し
、
振
込
口
座
の
番
号
・
名

義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
の

写
し
、
申
請
者
の
印
鑑

②
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
対
象

者　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
３
万

円
を
上
限
と
す
る
／
申
請
時
必

要
書
類
等　

東
京
都
「
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
承
認
決
定
通
知

書
」
の
写
し
、
東
京
都
「
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等

証
明
書
」
の
写
し
、
特
定
不
妊

治
療
に
係
る
領
収
書
の
写
し
、

振
込
口
座
番
号
・
名
義
人
等
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
、
申

請
者
の
印
鑑

※
申
請
書
等
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）

の
更
新
を
忘
れ
ず
に

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
書
類
は
有
効
期
限
満
了
の
約

２
か
月
前
に
東
京
都
か
ら
届
き

ま
す
。
書
類
が
届
か
な
い
場
合

は
、
東
京
都
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
有
効
期
間
満
了
の
約
１
か
月

前
に
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
で
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
18
歳
以
上
の
方
は
、
有
効
期

間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪
失
と

な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

組（
32
人
）・
申
込
順
／
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
／
持

ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
妊
婦
健
康
診
査
を
助
産
院
や

東
京
都
外
の
医
療
機
関
等
で
お

受
け
に
な
っ
た
方
へ
～
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
～

　

助
産
院
や
東
京
都
外
の
医
療

機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診

し
た
場
合
、
お
手
持
ち
の
「
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
」
は
使
用

で
き
ず
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
出
産
後
、
申

請
に
よ
り
、
上
限
額
の
範
囲
内

で
一
部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
申
請
手
続
き
の
期
限
は
、

出
産
日
か
ら
12
か
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
期
限
内
に
「
東
大
和
市

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
金
支
給

申
請
書
」
に
ご
記
入
の
上
、
必

要
書
類
等
を
添
え
て
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
用
紙
及
び
制
度
案
内

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
不
妊
検
査
・
治
療
費
の
助
成

　

東
京
都
不
妊
検
査
及
び
一
般

不
妊
治
療
費
助
成
、
ま
た
は
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
の
交
付
決

定
を
受
け
た
方
で
、
１
回
の
治

療
に
そ
の
助
成
金
を
超
え
る
費

用
が
か
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る

助
成
制
度
に
加
え
、
市
が
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者　

東
京
都
不

妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
１
万

円
を
上
限
と
す
る
／
申
請
時
必

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
の

う
ち
月
額
六
、
〇
〇
〇
円
を
超

え
た
部
分
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
～
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

①
18
歳
未
満
（
18
歳
以
上
の
方

の
新
規
申
請
の
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
）　

②
気
管
支
ぜ
ん

息
・
慢
性
気
管
支
炎
・
ぜ
ん
息

性
気
管
支
炎
・
肺
気
し
ゅ
（
こ

れ
ら
の
続
発
性
を
含
む
）
に

罹り

患か
ん
し
て
い
る　

③
都
内
に
引

き
続
き
１
年
（
３
歳
未
満
は
６

か
月
）以
上
住
所
を
有
す
る（
都

内
住
民
登
録
が
必
要
）　

④
健

康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る

⑤
喫
煙
し
て
い
な
い
／
手
続
き

に
つ
い
て
は
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
、
制

度
に
つ
い
て
は
東
京
都
福
祉
保

健
局
環
境
保
健
衛
生
課
☎
03
―

５
３
２
０
―
４
４
９
１
へ
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会

　

２
月
17
日
㈪
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

／
傍
聴
人
の
定
員　

10
人
（
先

着
順
）
／
当
日
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
／
給
食
課
☎
042

―
564
―
１
２
８
２
ま
で
。

■
東
大
和
市
役
所
庁
舎
内
の

落
と
し
物
に
つ
い
て

　

市
役
所
庁
舎
内
の
落
と
し
物

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
一

定
期
間（
３
か
月
間
）を
過
ぎ
た

物
は
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
１
ま
で
。

■
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す
～
風
し
ん

第
５
期
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効

期
限
を
延
長
し
ま
し
た
～

　

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
と
し

て
、
抗
体
保
有
率
の
低
い
年
齢

層
の
成
人
男
性
を
対
象
に
風
し

ん
の
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
そ

の
う
ち
、
抗
体
価
が
低
い
方
に

対
し
て
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
の
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

／
令
和
元
年
５
月
末
に
ク
ー
ポ

ン
券
送
付
済
（
お
手
元
に
無
い

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
／
有
効
期
限
が
令
和
２
年

３
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
ク
ー

ポ
ン
券
の
期
限
を
１
年
間
延
長

し
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

②
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和

47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

／
３
月
末
ま
で
に
ク
ー
ポ
ン
券

送
付 情報マップ

■
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
～
接
種
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
～

対
象
者　

左
表
の
と
お
り

接
種
期
限　

３
月
31
日
㈫
（
４

月
１
日
以
降
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

※
過
去
に
同
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で

す
。

※
対
象
の
方
に
は
、
令
和
元
年

５
月
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
転
入
や
紛
失
等
で
予
診

票
が
な
い
方
は
、
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
予
診
票
の
発

行
が
で
き
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
子
育
て
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う

／
２
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30
分

～
11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／
２
月
21

日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
小
児
科
医
と
の
相
談
が
で
き

ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
３
月
11
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け

ま
す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・

作
り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者

の
み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

　

３
月
４
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
（
事
前
予
約
制
）
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
男
性
の
料
理
教
室
「
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
に
お
菓
子
を
作
ろ
う
～

家
族
が
喜
ぶ
ヘ
ル
シ
ー
・
簡
単

メ
ニ
ュ
ー
～
」

　

も
う
す
ぐ
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
ぴ
っ
た
り
な

マ
フ
ィ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね
64
歳
以
下
の
男
性
と
そ

の
家
族
〔
小
・
中
学
生
（
お
子

さ
ん
は
男
女
問
い
ま
せ
ん
。
初

心
者
歓
迎
）〕／
３
月
７
日
㈯
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
場

所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
16

■
開
発
事
業
を
行
う
に
は
届
出

や
協
議
が
必
要
で
す

　

次
の
開
発
事
業
を
行
う
場
合

に
は
、
東
大
和
市
街
づ
く
り
条

例
に
基
づ
く
手
続
き
や
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
開
発
事
業　

①
都

市
計
画
法
第
29
条
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
要
す
る
開
発
行
為

②
面
積
が
500
㎡
以
上
の
敷
地
に

お
け
る
建
築
物
の
建
築　

③
高

さ
が
10
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
の

建
築　

④
地
上
３
階
以
上
の
建

築
物
の
建
築
（
③
④
に
つ
い
て

は
、
自
己
の
居
住
の
た
め
の
も

の
は
除
く
）　

⑤
15
戸
以
上
の

集
合
住
宅
の
建
築　

⑥
敷
地
面

積
が
500
㎡
以
上
の
自
動
車
駐
車

場
の
設
置　

⑦
葬
儀
場
の
設
置

⑧
遺
体
の
保
管
を
目
的
と
す
る

施
設
の
設
置　

⑨
ペ
ッ
ト
を
対

象
と
す
る
火
葬
施
設
及
び
霊
園

の
設
置　

⑩
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
／
都
市
計

画
課
・
内
線
１
２
６
１
ま
で
。

■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違
う
、

昇
進
・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ

る
、
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
等
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
女
性
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
、
一
緒
に

解
決
方
法
を
探
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約

制
）
／
地
域
振
興
課
・
内
線
１

７
１
５
ま
で
。

■
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）
入

居
者
募
集

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
単
身
者
向
：

東
京
街
道
・
１
戸
、
向
原
・
１

戸
／
応
募
資
格
（
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
こ
と
）　

①
原
則

と
し
て
親
族
と
同
居
し
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
単
身
者
で
あ
る

こ
と
②
市
内
に
３
年
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と
③
所
得
が
東
京

都
の
定
め
る
基
準
内
で
あ
る
こ

と
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
／
申

込
書
配
布
期
間　

２
月
18
日
㈫

～
28
日
㈮
／
配
布
場
所　

地
域

振
興
課
（
市
役
所
３
階
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）、
市
民

セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む
）
／
申
込
受
付　

申

込
用
紙
の
配
布
期
間
中
に
地
域

振
興
課
へ
直
接
提
出
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
（
２
月
28
日

㈮
消
印
有
効
）
／
地
域
振
興

課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

■
家
屋
取
壊
し
の
ご
連
絡
を

　

平
成
31
年
１
月
２
日
～
令
和

２
年
１
月
１
日
の
間
に
家
屋
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
課
税
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
た
家
屋

部
分
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
は
行
い
ま
せ
ん
／

課
税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
次
の
こ
と
を
土
木
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
①
街
路

灯
の
下
に
あ
る
黄
色
の
シ
ー
ル

に
記
載
さ
れ
た
管
理
番
号

（
Ａ
・
○
○
○
○
等
）
②
街
路

灯
の
所
在
地
③
不
具
合
の
内
容

④
不
具
合
発
生
の
時
期
（
気
づ

い
た
日
）
及
び
時
間
帯
／
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

平成31年度対象者（生年月日）
昭和29年4月2日 〜 昭和30年4月1日
昭和24年4月2日 〜 昭和25年4月1日
昭和19年4月2日 〜 昭和20年4月1日
昭和14年4月2日 〜 昭和15年4月1日
昭和 9 年4月2日 〜 昭和10年4月1日
昭和 4 年4月2日 〜 昭和 5 年4月1日
大正13年4月2日 〜 大正14年4月1日
大正 8 年4月2日 〜 大正 9 年4月1日

大正 8 年4月1日以前

道路に積もった雪が凍結すると危険です。雪が降った時は、自宅や店舗前の雪かきにご協力ください／問合せ　土木課・内線1211まで
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／
３
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
４
時
／
■場
中
央
公
民
館
／
■講

青
木
克
明
／
■費
300
円
／
■問
佐
藤

042
―
562
―
３
９
１
６

■
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

（
ス
キ
ー
連
盟
）／
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
方
、
ス
キ
ー
好
き
の
方
、

ス
キ
ー
と
温
泉
を
楽
し
み
た
い

方
、
資
格
を
取
り
た
い
方
、
初

心
者
大
歓
迎
／
■講
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認

指
導
員
／
行
事
参
加
の
特
典
有

／
■年
二
千
円
／
■問
山
家alpapl

an@
tree.odn.ne.jp 

■
食
の
安
全
都
民
講
座
「
こ
れ

食
べ
ら
れ
る
？
有
毒
植
物
の
見

分
け
方
講
座
」（
東
京
都
健
康

安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
都
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
18
歳
以

上
の
方
／
３
月
18
日
㈬
午
後
１

時
～
３
時
30
分
／
■場
東
京
都
薬

用
植
物
園
／
講
義
と
園
内
見
学

／
40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
／
■申
３
月
４
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の

往
信
裏
面
に
①
「
有
毒
植
物
の

見
分
け
方
講
座
」
②
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
職

業
⑥
電
話
番
号
⑦
手
話
通
訳
・

車
い
す
・
介
助
者
の
有
無
、
返

信
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただ
くようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
経
験
者
、

関
心
の
あ
る
方
／
２
月
20
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／

■場
向
原
老
人
福
祉
館
／
情
報
交

換
と
ミ
ニ
講
座
「
地
域
の
介
護

施
設
と
特
徴
」
／
■講
ほ
っ
と
支

援
セ
ン
タ
ー
き
よ
は
ら
職
員
／

■費
100
円
／
■申
２
月
20
日
ま
で
に

田
村
090
―
５
３
０
８
―
６
６
３

８
へ

■
地
域
交
流
の
場
ま
め
家（
ま

め
の
会
）／
高
齢
者
、お
子
さ
ん

連
れ
の
方
／
３
月
１
日
㈰
午
後

１
時
30
分
～
４
時
／
■場
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
12
人

（
申
込
順
）／
二
胡
の
演
奏
／
■費

300
円
／
■申
２
月
29
日
ま
で
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
042

―
565
―
９
７
７
８
へ

■
見
て
話
し
合
う
会
「
原
発
と

子
ど
も
の
健
康
」（
さ
よ
な
ら
原

発
・
東
大
和
）
／
ど
な
た
で
も

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
９
１
ま
で
。

納期限　3月 2日（月）
・市・都民税　　　　　　　　　　随時期
・固定資産税・都市計画税　　　　第４期
・国民健康保険税　　　　　　　　第８期
・介護保険料　　　　　　　　　　第８期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで

・後期高齢者医療保険料　　　　　第８期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

・
小
松
と
う
さ
ち
ゃ
ん

絲
山 

秋
子 

著

〈
児
童
書
〉

・
絵
本
江
戸
の
た
び

　
　

 　

      

太
田 

大
輔 

作

・
命
の
も
の
さ
し

　
　

今
西 

乃
子 

著

・
南
河
国
物
語

　
　

濱
野 

京
子 

作

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

■
き
よ
は
ら
児
童
館
か
ら
の
お

知
ら
せ

◎
卓
球
教
室

　

小
学
生
／
３
月
４
日
㈬
午
後

３
時
～
４
時
30
分
（
１
・
２
年

生
は
午
後
３
時
か
ら
、
３
～
６

年
生
は
午
後
３
時
45
分
か
ら
）

／
各
回
８
人
／
受
付
は
２
月
18

日
㈫
か
ら
。

◎
料
理
教
室
「
ふ
わ
ふ
わ
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
」

　

小
学
生
／
３
月
11
日
㈬
午
後

３
時
～
４
時
30
分
／
18
人
／
50

円
／
受
付
は
２
月
25
日
㈫
か
ら
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は

き
よ
は
ら
児
童
館
☎
042
―
565
―

６
０
２
１
ま
で
。

■
南
街
・
富
士
見
通
り
「
空
き

店
舗
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

　

商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
す

「
地
方
創
生
活
気
あ
る
商
店
街

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

南
街
に
あ
る
富
士
見
通
り
周
辺

の
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
み
等
詳
細
は
「
チ

ェ
レ
ス
テ
・
ガ
ー
デ
ン
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
８
日
㈰
午
後
３
時
30
分

～
５
時
30
分
／
場
所　

世
界
の

料
理
マ
ゼ
ラ
ン
／
費
用　

500
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）
／
12
人

（
申
込
順
。定
員
未
達
の
場
合
当

歯医者へ行こう！

　自分の歯が何本あるか知っています
か？通常大人で親知らずを除いて28本で
す。数えてみてください。80歳で20本歯
を残そうという「8020運動」が平成元年か
らスタートしました。その当時の達成率は
７％程度で残存歯数は平均４～５本程度
でしたが、現在は50％以上となりました。
欠損の部位にもよりますが、20本歯があ
ればおおむね食事が不自由なくとれます。
　以前であれば歯が痛くなければ行く事
の無かった歯科医院ですが、最近では多く
の方が歯科検診（メインテナンス）として
来院されるようになりました。その結果歯
が多く残るようになったのでしょう。
　しかし、今すでに20本歯が残っていな
い方もいるかと思いますが、あきらめる必
要はありません。入れ歯などを入れて20
本以上ある人と同じ位噛めるようになれ
ばよいのです。
　私たち歯科医院は歯の大切さを知って
いますし、最大限、歯を残そうと努力しま
すが、時として歯を抜いた方がよい時もあ
ります。歯科医師は、抜歯を含めたすべて
の治療において、患者さんの健康状態や年
齢、噛む力、生活習慣、口腔清掃状態など
多くの情報を基に、経験と知識を持って一
生懸命治そうと努力します。そのためには
信頼関係を築け、何でも相談できる「かか
りつけ歯科医院」を決めることが大切です。
そして定期的に検診（予防処置）をしてい
れば、患者さんにとってベストな治療法が
見つかると思います。
　まずは、今、特に不自由がなくても歯医
者さんに予約を入れましょう。方法は簡単
です。「検診お願いします」と電話をして
みましょう。

一般社団法人東京都東大和市歯科医師会

〈
一
般
書
〉

・
長
崎
へ
の
道

コ
ガ
ワ
，
ジ
ョ
イ 

著

・
プ
チ
プ
ラ
防
災辻 

直
美 

著

・
大
人
の
言
葉
力齋

藤 

孝 

著

・
グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
ト
ー

高
殿 

円 

著

・
ト
ル
コ
料
理
の
誘
惑

井
藤 

聖
子 

著

日
参
加
有
）／
内
容　

空
き
店

舗
ツ
ア
ー
及
び
先
輩
商
店
主
さ

ん
と
の
交
流
会
／
㈱
シ
ー
ズ
プ

レ
イ
ス
担
当
☎
042
―
512
―
９
９

５
８
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
～
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座

福
祉
編　

３
月
４
日
㈬
午
後
２

時
～
３
時
30
分
：「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
て
み
よ
う
！
福
祉

に
つ
い
て
知
ろ
う
！
」、環
境
編

３
月
６
日
㈮
午
後
２
時
～
４

時
：「
環
境
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
？
」
／
場
所　

社
会
福
祉

協
議
会
／
各
回
30
人
（
１
回
の

み
の
受
講
可
）
／
無
料
／
各
回

前
々
日
ま
で
に
東
大
和
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー	

☎
042
―
564
―
０
０
３
５
へ
（
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
込
可
）。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

仕
事
の
受
注

　

屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、除
草
、家
事（
掃
除
・
洗
濯
・

食
事
づ
く
り
）、
蜂
の
巣
駆
除
、

襖
・
障
子
・
網
戸
張
替
え
、
大

工
仕
事
、
内
装
・
電
気
工
事
、

チ
ラ
シ
配
布
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）・
パ
ソ

コ
ン
周
辺
機
器
設
定
、
毛
筆
宛

し
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ

ン
タ
ー
（
〒
169- 

0073
新
宿
区
百
人

町
３
―
24
―
１
）
へ
郵
送
／
■問

同
セ
ン
タ
ー
03
―
３
３
６
３
―

３
４
７
２
へ

■
自
衛
官
募
集　

①
自
衛
隊
幹

部
候
補
生（
一
般
）②
自
衛
隊
幹

部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）③
予

備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）／

応
募
資
格　

①
大
卒
程
度
試
験

は
22
～
26
歳
未
満
で
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
方（
22

歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込
み
を

含
む
）、院
卒
者
試
験
は
20
～
28

歳
未
満
で
修
士
課
程
修
了
者
等

②
歯
科
は
20
～
30
歳
未
満
、
薬

剤
は
28
歳
未
満
で
、
大
学
に
お

い
て
正
規
の
歯
学
・
薬
学
の
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
方
（
①

と
②
の
年
齢
は
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
）
③
一
般
は
18
～
34

歳
未
満
の
方
、
技
能
は
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

～
55
歳
未
満
の
方（
令
和
２
年

７
月
１
日
現
在
）／
受
付
期
間

①
②
３
月
１
日
㈰
～
５
月
１
日

㈮
③
４
月
10
日
㈮
ま
で
（
締
切

日
必
着
）
／
試
験
日　

①
②
５

月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
（
10
日
は

大
卒
程
度
試
験
の
み
）
③
４
月

18
日
㈯
～
22
日
㈬
の
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定
／
■問
防
衛
省
国
分

寺
募
集
案
内
所
042
―
324
―
１
０

１
０

名
・
賞
状
書
き
な
ど
、
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕
事

の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
565
―
０
５
３
１
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開

催
　

２
月
は
ポ
ラ
ッ
ク
ス
・
エ

ム
・
シ
ー
代
表
大
島
建
氏
を
お

招
き
し
て
、「
補
助
金
・
助
成
金

を
活
用
し
創
業
時
の
経
営
効
率

化
」
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

２
月
21
日
㈮
午
後
３
時
～
５

時
／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
東
大
和
寮
／
申
込
方
法

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
中
小

機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
ビ

ジ
ネ
ス
ト
担
当
☎
042
―
565
―
１

１
９
５
へ
。
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窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

親子“対立”？
キャッシュレスを巡って

　昨年の消費税率引上げに伴い、世間ではキャ
ッシュレスという言葉が飛び交っています。
　その捉え方は人それぞれの様ですが、私は、
｢買物での支払方法を出来るだけクレジットカ 
ードなどに置き換え、現金払いの機会を減らす｣
と理解し、最近はクレジットカードを多用して
います。特に、実質現金と変わらないポイント
獲得を狙って、積極的に利用しています。
　でも、そんな様子の私を、今年96歳になる
母はいつも叱ります。曰く、「そんなモノを使っ
ていると、借金で首が回らなくなるわよ｣「ポイ
ントなんかに踊らされていたら、いつかは痛い
目に遭うわよ」と。
　私としては、クレジットカードの便利さなど
を主張し、反論を試みるのですが、そこは父が
創業した印刷会社で60年間経理をやってきた
苦労人の母。整然とした論立てに太刀打ち出来
ません。
　この母の警告は、そのまま、キャッシュレス
に浮かれるこの社会への警鐘と映ります。
　ここまで、キャッシュレスに対して、否定的
な物言いをしてきましたが、私もキャッシュレ
スの恩恵を十二分に受けている人間。今後とも、
使いこなしていきたいと思っています。
　ただ、どんな手段にも、プラス面とマイナス
面とがあります。これを切り離す事は出来ませ
ん。クレジットカードで言うなら、プラス面は、
使用時のスピーディーな簡便性、ポイント制な
ど多様なサービス、そして信用の証し。マイナ
ス面は、私の母の言葉を待つまでもなく、”クレ
ジットカード利用は借金する事”という事実。
この両面は、互いが互いの前提になっています。
　キャッシュレスの流れは始まったばかり。国
も、マイナンバーカード普及などを目的とした
マイナポイント事業というキャッシュレス促進
事業を、今年９月から実施する予定です。いよ
いよこれからというところです。
　ブームになると、話題のもののプラス面だけ
を持て囃

はや

す思考の癖を、私たちは持ちがちです。
　冷静になってキャッシュレス・ブームを見つ
めると、結局、お金と私たち各自との関係性が
問われていると言うことが出来るでしょう。肝
に銘じたいと思います。

（市民記者　浅利和彦）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
で

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
お
申
し
込

み
の
際
は
、
年
金
事
務
所
、
市

役
所
及
び
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を

記
入
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す

　

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
国
民

年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険

料
は「
定
額
保
険
料
」及
び「
付

加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」

で
す
。
過
去
の
未
払
い
分
及
び

一
部
免
除
さ
れ
て
い
る
期
間
の

保
険
料
を
納
め
る
場
合
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
２
年
前
納
、
１
年
前
納
及

び
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、
現

金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
額
で

す
。
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払

い
回
数
は
一
回
払
い
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
手
続
き
は
お
早
め
に

　

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
の
令
和
２
年
度
分
２
年

前
納
、
１
年
前
納
、
半
年
前
納

（
４
月
～
９
月
分
）
を
希
望
す

る
場
合
は
、
令
和
２
年
２
月
末

日
ま
で
に
年
金
事
務
所
へ
申
出

書
が
届
く
よ
う
に
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

■
年
金
相
談
や
手
続
き
の
際
は

予
約
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、
事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い

予
約
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話
０
５
７
０
─

05
─
４
８
９
０
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事
務

所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま
た

は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

　発売中の公演　　
■三遊亭円楽 柳家三三 二人会
3月15日㈰ 午後2時開演／大
ホール／全席指定／一般3,700
円（友の会3,500円）当日券
4,000円（一般・友の会共通）／
人気落語家三遊亭円楽・柳家
三三がハミングホールに登
場！／主催：オールドキッズ／
未就学児入場不可

　入場無料の公演　　　
■第15回文化協会の祭典
2月29日㈯／大ホール／全席自由／文化協会加盟団体による作品展示：午前
10時～午後4時／チャリティーバザーあり／舞台発表：午後0時30分～ 2時30分、
式典：午後2時30分～2時50分、特別出演『津軽生まれの澤田勝仁社中による「津
軽の唄ッコ・三味線コ」』：午後3時～4時／主催：東大和市文化協会／共催：東
大和市民会館ハミングホール／後援：東大和市・東大和市教育委員会

■小松亮太＆オルケスタ・ティピカ
　～アルゼンチン・タンゴ・コンサート～
5月23日㈯午後 5 時開演／大
ホール／全席指定／一般4,500
円（友の会4,000円）／世界的バ
ンドネオン奏者小松亮太と本場
アルゼンチンの『オルケスタ・
ティピカ』によるタンゴ・コンサー
ト／未就学児入場不可

　ロビーコンサート　　
■ロビーコンサート vol.228

「雪どけのとき～冬から春へ...移りゆく季節
を愛でて～」
2月26日㈬正午開演／入場無料

　3月の施設利用申込　　　　
大・小ホールは令和3年3月分、その他の施設は令和
2年9月分です。なお、市民を対象とした調整会議は、
3月1日㈰午後1時30分から行います。

「声のはーもにい」を
　　　　　　　貸し出します
　目の不自由な方のために、２月15日発行の男
女共同参画情報誌「はーもにい」第40号の内容
をＣＤ（デイジー版）に吹き込んだ「声のはー
もにい」を無料で貸し出します。ご希望の方は
地域振興課までご連絡ください。
　▷申込み・問合せ　地域振興課・内線1715まで。
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